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問総務課地域安全対策係☎028（677）6029

　町では、町民の皆さんに「自助・共助・公助」の考え方の基、公助を強化しながら自助や共助の意識
醸成を図り、より安全安心なまちづくりを行っていきます。
　「防災」「防犯」「交通安全」の３つの観点から、今年度の町の取り組みの一部をご紹介します。

≪防災≫
・情報収集手段を確保しましょう
・危険箇所や避難所を確認しましょう
・家族との連絡方法を確認しましょう
・備蓄品（水や
　食料）を確保
　しましょう

≪防犯≫
・犯罪者が姿を隠すことができない
よう、庭木などを剪定しましょう

・家の周りの暗い場所にはセンサー
ライトを設置しましょう

・防犯砂利などを
　設置しましょう

≪交通安全≫
・子どもと一緒に通学路の危険
箇所を確認しましょう

・自転車に乗るときは、ヘルメッ
トを着用しましょう

・反射材を身につけましょう
・車間距離を長めにとって運転
しましょう

　平成30年から、町と自主防災組織の合同防災訓
練を実施しています。今年度は、保育園や小中学校
との連携訓練を加えた内容での実施を予定してい
ます。

　「共助」「公助」の連携強化、避難所の機能強化の
取り組みなどを行います。災害が起きた際に対応
できる体制・備品を整えます。　

　自助・共助・公助の連携が、人々の安全と安心につながります。
　町では「公助」の取り組みを強化していきます。
　何かが起きたときに対応するため、被害を最小限にするために、
今から備えられることがあります。町民の皆さんの「自助」「共助」の
取り組み強化にご協力をお願いします。

　町指定避難所「道の駅はが」「生涯学習センター
水橋分館」に太陽光パネル・蓄電池を設置すること
で停電時の電力源を確保します。

　各自主防災組織により設置される臨時避難所と
なる公民館等に、非常用電源を設置して機能強化
を図ります。

防災対策 防犯対策

■町と自主防災組織の合同防災訓練

町と自主防災組織の合同防災訓練

■防犯カメラの設置

■防犯灯の設置■町指定避難所の改修

■臨時避難所への電力源の設置

自助

自助自助

共助 公助・ ・ とは
今、できることー自助の取り組みー

　現在の犯罪抑止の取り組みを継続するとともに、
防犯カメラや防犯灯の設置などを進め、町民が犯
罪に巻き込まれないための対策を行います。

　防犯カメラ10基を設置します。設置場所は、警察
や自治会等と協議し、個人のプライバシーを守り
ながら、犯罪抑止などにつながる場所を検討して
います。

■特殊詐欺対策電話機への購入補助
　電話を利用した犯罪への対策のため、昨年度に
引き続いて録音装置などを備えた電話機への補助
を行います。

　防犯灯約30基を設置します。町学校運営協議会
と連携し、中学生から要望のあった道路沿いに設
置します。明るく安全安心に登下校できる環境を
整備します。

交通安全対策

■車道外側線の位置の変更と路面標示

■交通安全啓発の看板設置

　交通安全啓発活動などを継続しながら、交通事
故への対策を進めます。運転手への注意喚起など
により、安全な交通環境を整えます。

　外側線の位置の変更により生み出された箇所に、
カラー塗装をすることで視認性を向上させ、歩行
者空間を確保します。小学生など歩行者の安全な
通行環境を整えます。

■車道のカラー塗装とハンプ（でこぼこ）設置
　見通しの良い交差点で起きる「田園型事故」など
の対策に、交差点の道路標示などを更新します。よ
り見やすく、注意喚起となる対策を行います。

　日頃から交通安全を意識するきっかけとし、注
意を促すため、効果的な場所に看板を設置します。

―防災・防犯・交通安全――防災・防犯・交通安全――防災・防犯・交通安全―

　臨時避難所の開設訓練、情報伝達訓練などを
行います。

自分の身は自分で守る「自助」
近隣住民や自治会・行政区による町民相互の助け合い「共助」
国や自治体による取り組み「公助」

10月9日（日）実施予定

昨年の様子

公助公助

設置を進める防犯カメラ（芳賀中学校北側）防災備蓄庫（芳志戸）

歩道部分のカラー塗装（芳賀東小学校東側）

車道のカラー塗装とハンプ（芳志戸）
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